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奄
美
大
島
年
金
事
務
所

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

　
　
入
ろ
う
。労
働
保
険
。」

使
用
期
限
切
れ
農
薬
の

                   

回
収
に
つ
い
て

　

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
で
は

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
年
金
の
お

受
け
取
り
等
の
手
続
き
が
お
待

た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
ご
相
談
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
是
非
、
予
約
に
よ
る
年
金

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
・
・
・

・（
老
齢
・
遺
族
・
障
害
）
年
金

の
請
求
に
関
す
る
こ
と
。

・
年
金
額
・
支
払
額
の
内
容
に

関
す
る
こ
と
。

・
年
金
の
見
込
額
に
関
す
る
こ

と
。（
50
歳
以
上
）

・
年
金
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

【
予
約
申
込
方
法
】

◇
年
金
相
談
の
ご
予
約
は
相
談

希
望
日
１
ヶ
月
前
か
ら
お
電
話

又
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◇
ご
予
約
を
受
付
け
る
際
に
は

「
相
談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
」「
基

礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」「
相

談
内
容
」
等
に
つ
い
て
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
予
約
時
間
帯
】

◇
平
日　

　
　
　

９
時
〜
16
時
ま
で

◇
毎
週
月
曜
日　

　
　
　

９
時
〜
18
時
ま
で

◇
第
２
土
曜
日

　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分
ま
で

【
予
約
申
し
込
み
電
話
番
号
】

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
４
３
４
１

（
１
番
の
後
に
→
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、

２
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
様
へ

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

　

こ
の
度
、
大
島
本
島
地
域
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
に
て
回
収
を

検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
使
用

期
限
切
れ
農
薬
が
あ
る
方
で
処

理
に
お
困
り
の
方
は
12
月
28
日

ま
で
に
役
場
産
業
振
興
課
（
☎

６
７
‐
２
２
１
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
農
薬
名
・
数
量
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
処
理
料
は
農
家
負
担
と

な
り
ま
す
。）　

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
・・・

①
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る

間
に
更
に
相
続
が
発
生
す
る
と
、

相
続
人
の
人
数
が
増
え
、
登
記

手
続
に
か
か
る
費
用
や
負
担
が

増
加
し
ま
す
。

②
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の

設
定
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

③
所
有
者
と
連
絡
が
と
れ
ず
、

土
地
の
荒
廃
や
、
災
害
復
旧
及

び
防
災
の
た
め
の
工
事
が
で
き

な
い
な
ど
の
社
会
問
題
が
発
生

し
ま
す
。

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た

め
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続

奄
美
大
島
年
金
事
務
所　

お
客
様

相
談
室　

※
電
話
の
受
付
時
間
は

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
。）

登
記
を
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続

登
記
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

進
強
化
期
間
」
で
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
は
、
労
働
者
を
１
人

で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
パ
ー

ト
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
で

あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
事
業

主
は
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
労
災
保
険
」
は
労
働
者
が
業

務
上
の
事
由
等
に
よ
る
負
傷
・

病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
必

要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、「
雇
用
保
険
」
は
労
働
者

が
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な
給

付
を
行
い
雇
用
の
安
定
を
図
る

も
の
で
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
労
働
保
険
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

加
入
手
続
き
は
早
め
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

名
瀬
藤
堂
基
準
監
督
署

　
　
　

☎
５
２
‐
０
５
７
４

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　

☎
５
２
‐
４
６
１
１
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     「
第
68
回
人
権
週
間
」

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

Living information 生活の情報をお届けします！

　　

各
市
町
村
に
は
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
権
擁
護
委
員
が
配
置
さ

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確

保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
全
て

の
人
々
と
全
て
の
国
々
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12 

月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総

会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
本
年

で
採
択
68
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣

言
の
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択

日
の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー

（H
um

an Rights D
ay

）」
と
定

め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁

護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各

種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
ま
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、「
第
68
回
人
権
週

間
」
に
お
け
る
啓
発
活
動
重
点

目
標
及
び
強
調
事
項
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
啓
発
活
動
重
点
目
標
】

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世

紀　

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気

持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
〜

【
強
調
事
項
】

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

○
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

○
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ

う○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め

よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

　
「
宇
検
村
商
工
会
」
主
催
に

よ
り
、
司
法
書
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
（
無
料
）
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
…

・
相
続
や
遺
言
に
つ
い
て

・
不
動
産
名
義
変
更
に
つ
い
て

・
高
額
商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ

た
が
、キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
に
は
？

・
老
後
の
資
産
管
理
、
成
年
後

見
人
制
度
っ
て
な
に
？　

な
ど

【
相
談
日
時
】

　

12
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

【
相
談
場
所
】

　

元
気
の
出
る
館

※
事
前
に
予
約
な
さ
れ
る
と
、

優
先
的
に
ご
相
談
頂
け
ま
す
。

【
予
約
・
お
問
合
せ
先
】

宇
検
村
商
工
会

　

☎
６
７
‐
２
６
６
１

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相

談
会(

無
料)

の
ご
案
内

れ
、
地
域
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
人
権
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
御
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
宇
検
村
で
は
、
次
の

方
々
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
中
田　

滿
（
名
柄
）

　
　
　

☎
５
６
‐
４
８
５
８

◇
松
井　

富
彦
（
芦
検
）

　
　
　

☎
６
７
‐
２
０
５
６
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宇検村
せいかつ
情報局

((((　Living information ))))

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、

毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
、

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な

11 
月
は
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
で
す

国
保
で
H
O
T
情
報

放
送
大
学
４
月
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投

棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、

お
近
く
の
地
域
振
興
局
（
支
庁
）

保
健
福
祉
環
境
部
ま
た
は
、
県

庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
８
１
０

（
サ
ン
パ
イ
ゼ
ロ
）

e-m
ail:san

p
ai1

1
0

@
p

ref.

kagoshim
a.lg.jp

ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

国
保
に
関
す
る
情
報
や
健
康

づ
く
り
を
紹
介
。

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
20

分
か
ら
10
時
30
分
（
６
分
間
）　

M
B
C
テ
レ
ビ
で
放
送
中
。

　
「
国
保
で
H
O
T
情
報
」
で

は
、
国
保
に
関
す
る
情
報
や
皆

さ
ん
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い

る
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病

予
防
な
ど
の
保
健
事
業
の
取
り

組
み
を
、
担
当
者
の
声
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
・
介
護
保
険
の

制
度
や
し
く
み
、
医
師
な
ど
の

専
門
家
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
な
ど

も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
合
せ
先

鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会

☎
０
９
９
‐
２
０
６
‐
１
０
３
４

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
試
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試

験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学

し
て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ

キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月

28
日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20

ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１
ま

で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
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Living information 生活の情報をお届けします！

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

改
正
に
つ
い
て

未解決事件の捜査に御協力を ‼

情報提供をお願いいたします。
鹿児島県警察

妻と２人暮らしの下薗功さん（当時 63歳）
が無念の死を遂げました。

平成９年８月１日発生
阿久根市大川における強盗殺人事件

一人暮らしの荒木スミヱさん（当時 73歳）
が無念の死を遂げました。

平成 12年９月 16日～ 17日発生　　　
鹿児島市田上台における強盗殺人事件

犯人は２人組の男

最高 400 万円の懸賞金
鹿児島西警察署電話
099(285)0110

阿久根警察署電話
0996(74)0110

　

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
平

成
28
年
10
月
１
日
よ
り
時
間
額

７
１
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
も
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す
る
場

合
は
、
該
当
最
低
賃
金
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働

者
に
対
し
て
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結

婚
手
当
な
ど
）

②
一
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

③
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に

対
す
る
割
増
賃
金

④
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当

◎
お
問
合
せ
先

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
５
７
４

　産業名
最 低 賃 金 額

効 力 発 生 日
時 間 額（円）

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

732 円 平成 27 年 12 月 16 日

百貨店、総合スーパー 715 円 平成 28 年 10 月 1 日

自動車（新車）小売業 762 円 平成 27 年 12 月 10 日

奄
美
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
無
料
法
律
相
談
）

平
成
28
年
11
月
〜
平
成
29
年
１
月 

相
談
日
の
お
知
ら
せ
（
派
遣
相
談
）

※
必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
場
所
：
奄
美
市
役
所  

別
館

◎
多
く
の
方
に
ご
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
相
談
は
原
則

ひ
と
り
年
１
回
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
・
予
約
先
】

奄
美
市
役
所 

市
民
協
働
推
進
課

　

☎
５
２
‐
１
１
１
１　

又
は
、

宇
検
村
役
場 

住
民
税
務
課

　

☎
６
７
‐
２
２
１
１

月 日 担当弁護士名 午前 午後

11 24 河合 利弘弁護士  11 時～
   12 時 ( 正午）

  1 時～
      3 時 30 分

12

８ 鈴木 穂人 弁護士 ―   1 時～
      4 時 30 分

15 早瀬 弥恵 弁護士  9 時 30 分～
   11 時 30 分 ―

22 中山 和貴 弁護士  11 時～
   12 時 ( 正午）

  1 時～
      3 時 30 分

1
12 大倉 克大 弁護士 ―   1 時～

      4 時 30 分

19 和田 知彦 弁護士  9 時 30 分～
   11 時 30 分 ―
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筒わな カゴわな 

センサーカメラ ヘアトラップ 

 

 

 
2005年度から開始された「奄美大島におけるジャワマングース防除事業」は、

2013年度から新たな 10年間の計画がスタートし、奄美大島全域でマングース捕

獲のためのわなを設置しています。これまでマングースは 32,000頭以上が捕獲さ

れ、近年は捕獲頭数が減少し続けています。その結果、アマミノクロウサギやアマミ

トゲネズミ、ケナガネズミなどの希少な哺乳類の生息状況の回復が確認されています。 

昨年度のわなによるマングース捕獲数は 22頭で過去最低となり、マングースの生

息密度がさらに低下したものと考えられています。 

 

奄美マングースバスターズは、カゴわなや筒わなによる捕獲を行うとともに、マン

グースの生息の有無を確認するためヘアトラップや自動撮影カメラによるモニタリ

ング調査を実施しています（写真）。 

 

 

※狩猟期間中、ご迷惑をおかけするかと思いますが、ご協力何卒宜しくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・わなに誤って触れてしまうと誤作動を起こしたり、場合によってはケガをするこ

ともありますので、触らないようお願いします。 
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マングース探索犬（現在 8頭） 

狩猟者の皆様へのお願い 

 
・奄美マングースバスターズは平日の朝から夕方に、山中でわな点検等のため巡回

作業をしております。目立つ服装を着用し、鈴を携帯しております。 

・マングース探索犬（写真：マングースのフンや巣穴などを確認するための犬）を

伴っての作業は、作業道から外れて行うこともあります。 

 

銃器による狩猟の場合は特に矢先の確認等ご注意をお願いします。 

 

 
 

 

 

 

 

奄美マングースバスターズの活動に関するお問い合わせ 

 

・マングースによる農作物被害や目撃情報があった場合 

・農作物被害対策としてのわな設置を希望する場合 

・わなの設置場所についてのご相談 
 

その他、ご意見・ご要望等ございましたら下記までご連絡下さい 
 

●一般財団法人 自然環境研究センター 奄美大島事務所 

奄美市名瀬浦上１３８５-２ TEL：0997-58-4013 
 

●環境省 奄美野生生物保護センター 

大島郡大和村思勝字腰ノ畑５５１ TEL：0997-55-8620 
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〔九州食べきり協力店 鹿児島県募集概要〕

飲食店・宿泊施設の取組項目 食料品小売店の取組項目

小盛メニュー等の導入 食べ残し削減に向けた啓発活動

食べ残し削減に向けた啓発活動 使い切りレシピ等の紹介

食べ残しを減らすための呼びかけ ばら売り等の導入・充実

注文確認の工夫や食べ残しの把握 徹底した売りきりの推進

食品廃棄物のリサイクル 食品廃棄物のリサイクル

その他，食品ロス削減につながる取組 その他，食品ロス削減につながる取組

九州７県（福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県）では，まだ食べら

れるのに捨てられる「食品ロス」の削減やリサイクルを進めるため，利用客への「食べきり」の

呼びかけなど，食品ロス削減等に協力・貢献する取組を行う店舗を募集します。

鹿児島県内で，以下の項目に該当する取組を１つ以上実践す

る飲食店や宿泊施設，小売店の皆様は，ぜひ，「九州食べきり協

力店」として登録し，食品ロスの削減等にご協力ください。

◆◇◆◇ お申込の方法 ◇◆◇◆

○ 九州食べきり協力店等登録実施要綱及び九州食べきり協力店鹿児島県登録実施要領

に基づき，「九州食べきり協力店登録申込書」（様式１号）を郵送，電子メール，

又は持参のいずれかで提出していただくだけの簡単な手続です。

○ 九州内の複数の県に店舗を有する事業者で，代表する事業所等が鹿児島県内にある場

合は，当該事業所から鹿児島県に一括して申し込むことができます。

≪協力店になると･･･≫

○ 協力店であることを示すステッカーや

啓発用のポスター等を交付しますので，利

用客に対する食べきりの

呼びかけや取組のＰＲに

ご利用いただけます。

○ 県のホームページ等で協

力店であることと，その取組内

容を公表し，広く県民等に周知します。

≪詳細情報・様式のダウンロード≫

鹿児島県のホームページをご覧ください。

≪申込・問合せ先≫

〒 鹿児島市鴨池新町

鹿児島県廃棄物・リサイクル対策課

： ：

：

広報うけん 2016.11 18



第
３
回
や
け
う
ち

　
　
　
　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

つ
い
こ
の
前
に
年
が
明

け
た
と
思
う
の
に
、
気
が
付
け

ば
も
う
年
の
瀬
。
一
年
は
あ
っ

と
い
う
間
で
す
ね
。
前
号
で
は
、

と
よ
ひ
か
り
珈
琲
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
11

月
5
日(

土)

に
佐
念
集
落
で

開
催
さ
れ
た
第
３
回
や
け
う
ち

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
【
佐
念
に
お

い
で
よ
。】
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
宇
検
村

若
者
会
議
や
け
う
ち
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ズ(

以
下
Y
F)

で
す

が
、
今
回
の
内
容
は
、
そ
の

Y
F
か
ら
生
ま
れ
た
チ
ー
ム
の

活
動
発
表
や
、
物
々
交
換
市(

む

ん
む
ん
く
り
り
マ
ー
ケ
ッ
ト)

、

ま
ー
さ
ん
む
ん
、
ご
長
寿
ク
イ

ズ
等
、
佐
念
集
落
を
舞
台
に
お

祭
り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
集
落
内
外
・
村
外

か
ら
も
多
く
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
来
場
者
・
ス
タ
ッ
フ

共
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
ク

ロ
ウ
サ
ギ
班
に
よ
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
創
刊
号
が
こ
の
日
お

披
露
目
さ
れ
、
個
性
的
で
読
み

応
え
の
あ
る
内
容
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
を
読
ん

で
み
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

こ
の
よ
う
に
各
所
で
動
き
始

め
た
Y
F
で
す
が
、
ぜ
ひ
彼

ら
の
今
後
に
ご
注
目
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
次
は
、

あ
な
た
の
集
落
で
開
催
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
ご
相
談
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

枝手久島

焼内湾
湯湾

宇検村
田検

芦検
生勝久志

屋鈍

阿室 平田

部連

名柄
佐念 名瀬方面

瀬戸内町

須古

宇検

79

79

79

79

79

627

85

宇
検
村
若
者
会
議

第
３
回
や
け
う
ち
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ

佐
念
に
お
い
で
よ
。

30
人
ほ
ど
が
暮
ら
し
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
空
気
と
、
山
水
の
流
れ
る
音
が
心
地
良
い
佐
念
集
落
。
第
３
回
や
け
う
ち
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
朴
な
佐
念
が
舞
台
で
す
。

宇
検
村
に
住
む
若
者
た
ち
が
村
の
未
来
に
想
い
を
馳
せ
、
微
力
な
が
ら
動
き
出
し
た
姿
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
少
し
ば
か
り
披
露
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

むんむんくりりマーケット
～宇検村式物々交換市～

( おひとり様計５点まで )
※破損や汚れのひどいものはお断りする場合があります。

ステージプログラム

まーさんむんあります。

体験プログラム

●日時

●場所

●入場料

やけうちフューチャーズ情報

11月 5日 (土 )
10:00〜15:00のお好きな
お時間にお越しください。

宇検村　佐念集落

大　人　100 円
お子様　無料

●お問い合わせ

電 話：(0997) 67-2211
メール：yakeuchif@gmail.com

でぃざいなー会議
(宇検村役場総務企画課内 )

ご不要の本・CD・衣服がありました
らご持参ください。他の方がご持参い
ただいたものと交換できます。

10：15～　タイヨーの体操教室①
11：00～　ご長寿クイズ
13：00～　タイヨーの体操教室②
13：30～　子どもナンコ大会
14：00～　特別プログラム

・ウチパン　
・さかなや佐和
・PACE＊PANINI

・とよひかり珈琲体験
・佐念さんぽ

子どもの学び場作りやフリーペーパー制作、
空き家再生やラジオ番組などに取り組んで
いる各チームが、それぞれのブースでこれ
までの活動紹介やメンバー募集を行います。

(当日のお楽しみ)

( 参加者募集中 )

〜M E N U〜

名瀬から車で約70分

（パーチェ・パニーニ）

・佐念産お野菜

･･･手作りパンのパニーニ屋さん

さねん
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い
つ
も
広
報
う
け
ん
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、

発
行
が
遅
く
な
り
、
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
、
今
年
も

残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヶ
月
と
な
り

ま
し
た
。
月
日
が
経
つ
の
は
、
本

当
に
あ
っ
と
い
う
間
だ
と
、
つ
く

づ
く
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
目
ま

ぐ
る
し
く
過
ぎ
ゆ
く
日
々
で
す
が
、

村
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
中
で
、

参
加
者
ら
が
見
せ
る
一
生
懸
命
な

表
情
や
姿
、宇
検
村
の
未
来
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
ら

え
、
こ
の
広
報
紙
に
残
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

編 

集 

後 

記

〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

　
　

915
番

地
 / 電

話
：

0997(67)2211 / FAX
：

0997(67)2262
発

行
：

宇
検

村
役

場
/

編
集

：
総

務
企

画
課

　
　

　
　

/ U
RL：

http://w
w

w
.uken.net  / M

all：
kikaku@

uken.net
広

報う
け
ん

（
平

成
28

年
11

月
号

）

内
田
健
治

総
務
企
画
課

 

広
報
担
当 

氏
名

年
齢

住
所

藤　
　

ユ
キ
子

88

湯
湾

大
郷　

ま
さ
江

60

名
柄

森　
　

キ
ヨ
ヱ

92

田
検

登
山　

幸
道

87

芦
検

貞
元　

猛

75

湯
湾

國
馬　

勝
代

62

湯
湾

𠮷
久　

文
雄

78

名
柄

棚
治　

チ
ヨ

98

平
田

辰
島　

茂

91

須
古

植
田　

十
成

90

宇
検

松
元　

み
ど
り

65

湯
湾

お
く
や
み

お
く
や
み
（
続
き
）

※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」

は
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
順
は
届
出
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

（平成 28 年 10 月末現在）

　　　 男　　849　人

　　　 女　　916　人

　　　 計　 1,765　人

　 　  世帯   　990

村民のうごき

島 の 宝 っ 子

■ 

香
典
返
し

氏
名

住
所

貞
元　

美
奈
子

湯
湾

國
馬　

和
範

湯
湾

植
田　

ミ
サ

宇
検

松
元　

茂
雄

湯
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美ちゃん
平成27年 9月11日生（平田）

保護者・智さん

泉
いずみ

　真
ま し ろ

皓くん
平成27年 9月10日生（芦検）

保護者・純平さん

緒
お が た

方　宇
そ ら

宙くん
平成27年 8月31日生（田検）

保護者・雅智さん
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